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(百万円未満切捨て)

(1) 連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年３月期 32,926 13.4 329 △31.4 525 2.9 272 68.2

20年３月期 29,046 480 510 161

１株当たり 
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産 
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

21年３月期 201 30 ― ― 7.6 4.2 1.0

20年３月期 119 68 ― ― 4.6 4.0 1.7

(参考) 持分法投資損益 21年３月期 ―百万円 20年３月期 ―百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年３月期 12,575 3,735 29.3 2,730 28

20年３月期 12,640 3,558 27.8 2,600 13

(参考) 自己資本 21年３月期 3,689百万円 20年３月期 3,513百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況

営業活動による 
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

21年３月期 364 △285 △392 490

20年３月期 166 547 △309 805

１株当たり配当金
配当金総額 
(年間)

配当性向 
(連結)

純資産
配当率 
(連結)(基準日)

第１ 
四半期末

第２ 
四半期末

第３
四半期末

期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

20年３月期 - - 30 00 - - 30 00 60 00 81 50.1 2.3

21年３月期 - - 30 00 - - 50 00 80 00 108 39.7 3.0

22年３月期(予想) - - 30 00 - - 30 00 60 00 - 26.2 -

(％表示は、通期は対前期、第２四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期連結累計期間 16,286 3.8 204 134.4 270 13.4 148 26.5 109 49

通 期 34,220 3.9 491 49.2 630 20.0 310 14.0 229 35
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4. その他 

 
(注) 詳細は、11ページ「企業集団の状況」をご覧ください。 

  

① 会計基準等の改正に伴う変更  有 

② ①以外の変更         有 

〔(注) 詳細は、24ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。〕 

  

 
(注) １株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、45ページ「１株当たり情報」をご

覧ください。 

  

1. 21年３月期の個別業績（平成20年４月１日～平成21年３月31日） 

 

 
  

 
  

(2) 個別財政状態 

 

 
  

2. 22年３月期の個別業績予想（平成21年４月１日～平成22年３月31日） 

 

 
  
 ※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
      上記に記載した業績予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多  
  分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異 
  なる場合があります。 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無

新規  0社（社名          ） 除外  0社（社名          ）

(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本

となる重要な事項の変更に記載されるもの）

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 21年3月期 1,351,600株 20年3月期 1,351,600株

② 期末自己株式数 21年3月期 261株 20年3月期 201株

(参考) 個別業績の概要

(1) 個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年３月期 25,211 2.7 381 △9.8 518 4.3 300 97.4

20年３月期 24,547 422 496 152

１株当たり当期純利益
潜在株式調整後

１株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

21年３月期 222 73 ― ―

20年３月期 112 83 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年３月期 10,682 3,717 34.8 2,751 08

20年３月期 10,586 3,512 33.2 2,599 51

(参考) 自己資本 21年３月期 3,717百万円 20年３月期 3,512百万円

(％表示は、通期は対前期、第２四半期累計期間は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期累計期間 12,126 0.7 187 1,235.7 236 10.6 138 3.7 102 10

通 期 26,015 3.2 450 18.1 550 6.2 305 1.7 225 65
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当連結会計年度におけるわが国経済は、世界的な金融不安・経済危機の影響を受け、急速に景気は悪

化し、大幅な設備投資の抑制、雇用環境の悪化など一段と厳しい状況となっています。 

 当社の中心事業である、パソコン市場全体としては、ウルトラモバイルＰＣなど低価格パソコンは好

調に推移したものの景気悪化に伴う個人消費の急激な悪化などにより、国内出荷台数は前年同期比

94.5％という結果になりました。（出所：社団法人電子情報技術産業協会） 

 このような環境の中、当社グループは、商品力の強化と質の高い技術・サービスの提供を通じ、顧客

の増大を推進いたしました。 

 店舗展開においては、「アプライド」22店舗、パソコン専門店「コムロード」４店舗、テレビゲーム

専門店「シータショップ」13店舗、化粧・雑貨品専門店「ハウズ」６店舗を運営し、当会計年度末現在

では、グループ全体で合計45店舗となりました。また、グループ間のシナジーを追求すべく、アプライ

ド既存店のうち、４店舗（高松・松山・高知・宮崎）の改装を行い、インショップとして、「シータシ

ョップ」の展開を始めました。これで、インショップの展開としては、合計７店舗となりました。 

 法人顧客向けにおいては、顧客の拡大を行うため、SI営業所を５拠点（松山・姫路・宮崎・高知・久

留米）開設し、当会計年度末現在で、合計16拠点となりました。また、東京、大阪地区での営業拡大の

ため、人員の増強を図りました。 

 併せて、グループ会社間のシナジーをさらに生むべく、経営手法の共有化や人材交流に力を注ぎまし

た。 

 この結果、当連結会計年度における連結売上高は32,926百万円（前年同期比13.4％増）となりまし

た。 

 利益面においては、プライベートブランド製品の展開強化による利益率の改善や取引条件見直しによ

るリベートの獲得、経営資源の効率化、経費の圧縮等の取組みにより、利益の確保を図りました。一方

で急激な円高や株価低迷に起因し、退職給付費用の増大や為替差益に影響があり、連結営業利益は329

百万円（前年同期比31.4%減）、連結経常利益は525百万円（前年同期比2.9％増）、連結当期純利益は

272百万円（前年同期比68.2％増）となりました。 

 事業別の概況及び売上高は、次のとおりです。 

[パソコン関連事業] 

 主力商品のパソコンにおいては、低価格パソコンの需要に合わせ、ブロードバンド獲得のセット化を

推進し、利益額の確保に努めるとともに、プライベートブランド製品の販売に注力いたしました。加え

て、新技術サービス「スタープラチナメンバーズ」を開始し、会員獲得を図り、技術サービスの提供に

よる利益の獲得を図りました。また、デジタル家電を強化し、特に大型テレビの販売に注力いたしまし

た。 

 SI営業部門においては、営業所の開設と人員増強による顧客数の増大やソリューションの提案拡大に

より、受注高を増加させました。 

 特機事業部門においては、これまで培ってきた技術的ノウハウや海外企業とのネットワークを駆使し

たことにより、大型案件の受注につながりました。 

 通販部門においては、商品調達の幅を広げ、納期を短縮することに取組み、化粧品など販売が拡大い

たしました。 

 以上の結果、当連結会計年度のパソコン関連事業の売上高は32,526百万円となりました。 

1. 経営成績

(1) 経営成績に関する分析
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[受託関連事業] 

 受託関連事業においては、フリーペーパーの発刊に加えて、企画・広告代理業に注力し、当会計年度

の売上高は303百万円となりました。 

[出版・ブライダル事業] 

 タウン情報誌の月間による発刊と企画本の出版を行い、当会計年度の売上高は240百万円となりまし

た。 

＜次期の見通し＞ 

 世界的な金融不安は日本経済に多大な影響を及ぼし、個人消費についても、回復の兆しが見えず、引

き続き厳しい状況が続くものと想定されます。 

 このような状況の下、営業体制の更なる強化を推し進め、新店舗のオープンおよびSI営業所の新設に

よるエリアの拡大を行っていきます。また、SI営業人員の増強を図ることにより、更なる顧客の増大が

見込まれます。 

 さらに、技術サービス力を活かし、付加価値の高いソリューションの提供を行うことにより、収益の

向上が見込まれます。 

 また、グループ間による人的交流やノウハウの共有化をさらに進めることにより、企画提案の幅の拡

大と新たな顧客の創造が見込まれます。 

 以上を踏まえ、次期の見通しにつきましては、連結売上高34,220百万円（前期比3.9％）、連結営業

利益491百万円（前期比49.2％）、連結経常利益630百万円（前期比20.0％）、連結当期純利益310百万

円（前期比14.0％）を見込んでおります。 
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当連結会計年度末における流動資産の残高は64億79百万円で、前連結会計年度末に比べ１億15百万

円減少しております。これは、現金及び預金の減少２億63百万円が主な要因であります。 

当連結会計年度末における固定資産の残高は60億96百万円で、前連結会計年度末に比べ51百万円増

加しております。これは、有形固定資産の増加72百万円が主な要因であります。 

当連結会計年度末における流動負債の残高は54億71百万円で、前連結会計年度末に比べ２億10百万

円増加しております。これは、短期借入金の増加３億円が主な要因であります。 

当連結会計年度末における固定負債の残高は33億69百万円で、前連結会計年度末に比べ４億51百万

円減少しております。これは、長期借入金の減少４億99百万円が主な要因であります。 

当連結会計年度末における純資産の残高は37億35百万円で、前連結会計年度末に比べ１億76百万円

増加しております。 

  

(2) 財政状態に関する分析

 ①資産、負債及び純資産の状況

(資産)

(負債)

(純資産)
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当連結会計年度における現金及び現金同等物の期末残高は３億14百万円減少し４億90百万円となりま

した。 

営業活動の結果得られた資金は、３億64百万円となりました。 

 これは主に、税金等調整前当期純利益４億99百万円、減価償却費２億26百万円で資金が増加し、法

人税等の支払２億41百万円、たな卸資産の増加１億12百万円で資金が減少したためです。 

投資活動の結果使用した資金は、２億85百万円となりました。 

 これは主に、有形固定資産の取得１億37百万円、投資有価証券の取得99百万円で資金が減少したた

めです。 

財務活動の結果使用した資金は、３億92百万円となりました。 

 これは主に、短期借入金３億円で資金が増加し、長期借入金の返済５億86百万円、配当金の支払80

百万円で資金が減少したためです。 

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

  

 
   自己資本比率：自己資本/総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額/総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債/キャッシュ・フロー 

インタレスト・ガバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー/利払い 

(注１)いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。 

(注２)株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。 

(注３)キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。 

(注４)有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている 

 全ての負債を対象としています。 

  

  

 ②キャッシュ・フローの分析

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

平成17年３月期 平成18年３月期 平成19年３月期 平成20年３月期 平成21年３月期

自己資本比率(％) ― ― ― 27.8 29.3

時価ベースの自己資本比率
(％）

― ― ― 17.5 10.0

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率(％)

― ― ― 27.4 12.0

インタレスト・カバレッジ・
レシオ(倍)

― ― ― 1.9 4.5
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当社は、株式上場以来、株主の皆様の利益を重要な課題と考えて、事業の経営に取り組んでおりま

す。配当政策は、その方針に基づき、株主の皆様への安定的な利益還元と、当社の将来的な事業展開に

向けた経営基盤の充実・強化とを総合的に判断して行うことを基本方針としております。  

 なお、当連結会計年度末の配当につきましては、１株当たり50円とさせていただく予定であります。 

次期の配当は、中間、期末ともに30円とし、年間60円を予定しております。 

  

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当
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当社グループの経営成績及び財務状況に影響を及ぼす可能性のあるリスクには、以下のようなものが

あり、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項と考えられます。なお、文中の将来に関す

る事項は、当連結会計年度末現在において当社が独自に判断したものであり、将来を含めた当社グルー

プのリスク全般を網羅するものではありません。 

①企業買収、戦略的提携について 

 当社グループは、既存の事業基盤を拡大するため、あるいは新規事業への進出のため、事業戦略の一

環として企業買収や資本提携を含む戦略的提携を行う可能性があります。企業買収や戦略的提携にあた

っては、十分な分析と検討を行いますが、買収・提携後の事業計画が当初の計画どおりに進捗しない場

合には、業績に影響を及ぼす可能性があります。 

②資金調達について 

 当社グループは、今後、年間２～３店舗の出店を行っていく方針であり、当該設備投資資金は、内部

留保で不足する分については、主に金融機関からの借入で調達する方針であります。しかしながら、今

後の金融情勢によっては、新たな資金調達ができず、想定どおりの出店ができない可能性があります。

③店舗及び営業所の展開について 

 当社グループは、新規需要を開拓するため、店舗及び営業所の展開による営業基盤の拡充を図ってお

ります。しかしながら、店舗及び営業所の展開が計画どおりにできなかった場合、あるいは新設した店

舗及び営業所の営業収支が計画どおり達成できなかった場合には、当社グループの事業計画及び業績に

影響を及ぼす可能性があります。 

④店舗及び営業所の閉鎖について 

 当社グループは、部門別業績管理を徹底させており、業績の回復が見込めない不採算店舗及び営業所

は、当社グループの閉鎖基準に基づき閉鎖する可能性があります。今後、閉鎖基準に該当する店舗及び

営業所を閉鎖した場合には、閉鎖損失を計上する可能性があります。 

⑤パソコン及び関連商品の販売単価について 

 当社グループは、パソコン及び関連商品の販売を主体として、店舗及び営業所を展開しております。

当社グループの主力販売商品であるパソコンの出荷単価は、変動することがあります。当社グループ

は、付加価値を極力高めて販売する施策を採っておりますが、メーカーや取引先の都合などの要因で、

当社グループが想定する範囲を超えた価格変動が生じた場合には、当社グループの業績に影響を及ぼす

可能性があります。 

⑥商品及び製品の在庫リスクについて 

 当社グループは、商品及び製品の在庫リスクを極力抑えるための購買政策、コントロール策を講じて

おります。しかしながら、何らかの要因で陳腐化在庫を大量に抱える事態となった場合には、当社グル

ープの業績に影響を及ぼす可能性があります。 

⑦競合の影響について 

 当社グループが店舗及び営業所を展開するすべての地域で、同業他社との競合状態が生じておりま

す。当社グループは、独自製品の品質と価格、品揃え、人的サービスによる差別化を図ってまいります

が、現在の競合状況に加え、同業他社が当社グループ営業拠点の近隣に出現した場合には、当社グルー

プの業績に影響を及ぼす可能性があります。 

⑧季節要因及び自然災害の影響について 

 冷夏や暖冬等の異常気象、あるいは台風や地震等の自然災害により、季節商品の需要が低迷したり、

(4) 事業等のリスク
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顧客数が減少した場合は、当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

⑨売掛金について 

 当社グループは、店舗での現金販売が主体の営業形態であります。しかしながら今後は、法人顧客を

対象としたSI営業部門及び流通ルートへの卸売を行う特機営業部門での売掛金が増加していくことが予

想されます。法人顧客及び取引先の与信・回収管理は、与信管理規程に従って慎重に行ってまいります

が、売上の増大と共に貸倒れのリスクを抱えることになります。万が一、売掛先の法人顧客及び取引先

が信用不安に陥り、破綻等を起こした場合には、売掛金の回収が不能となり、当社グループの業績に影

響を及ぼす可能性があります。 

⑩為替変動の影響について 

 プライベートブランドのパソコンは、主に海外の委託先にて製造を行っており、支払を米ドルにて決

済しております。その他、一部の取扱商品についても、海外から輸入しており、代金の支払を米ドルに

て決済しております。このように輸入品代金の支払を米ドルにて行っていることは、為替変動によるリ

スクを抱えているという側面があります。したがって、短期間に円安が極端に進行する等の状況が生じ

た場合、海外製造商品の調達計画を変更する可能性があります。その場合、当社グループの業績に影響

を及ぼす可能性があります。 

⑪減損会計適用の影響について 

 今後、同業他社が当社グループ営業拠点の近隣に出現する等の影響を受け、当社グループの店舗及び

営業所の収益性が低下して、不採算の状況に陥る可能性があります。仮に当該営業拠点が、初期及び追

加投資額の回収が見込めない事業となった場合には、事業用固定資産に対する減損会計によって、保有

する固定資産及びファイナンス・リース資産について減損処理を行う可能性があります。その場合、当

社グループの業績及び財務状況に影響を及ぼす可能性があります。 

⑫有利子負債依存度及び支払利息について 

 財務状態に記載のとおり、平成21年３月期末の当社グループの有利子負債は、4,389百万円であり、

資産総額の34.9％を占めております。したがって、今後、有利子負債が増加した場合、あるいは金利上

昇となった場合、支払利息が増加し、当社グループの業績及び財務状況に影響を及ぼす可能性がありま

す。 

⑬個人情報の管理について 

 当社グループは、重要な販売戦略として、パソコンの保証期間延長制度、ポイントカードの発行、ブ

ロードバンド回線の申込取次、中古機器の買取り等を通じて、個人情報を取り扱っております。個人情

報保護法の施行に伴い、当社グループとしての基本方針、顧客情報管理規程に基づき、個人情報の保護

に努めております。しかしながら、今後予期せぬ事態により、個人情報の流出が発生する恐れが皆無と

は言えず、流出による問題が発生した場合には、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性がありま

す。 
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当グループ(当社及び当社の関係会社)は、当社及びグループ会社５社で構成され、パソコンの製造・販売を

主な内容として事業活動を展開しております。 

当グループの事業に関わる位置付け及び事業部門との関係は、以下の通りです。 

  

(店舗対策本部) 

パソコン専門店「アプライド」・中古専門店「あぷあぷ」・パーツ専門店「コンプロ」の営業、及びソリュ

ーション(SI)営業。 

(ＳＩ事業部) 

官公庁・大学・企業等へのソリューション営業及び社内等へのネットワーク構築(ＬＡＮ構築等)、構築後の

運用、保守サービスの提供 

(通販事業部) 

通販サイト「アプライドNET」・「アプライドダイレクト」・「フェリーチェ」等の運営。 

(特機事業部) 

国内・海外からの仕入調達した商品の流通業者への卸販売等。 

(株式会社コムロード) 

名古屋市に本社を置き、パソコン専門店「コムロード」・テレビゲーム専門店「シータショップ」・化粧品

及び化粧雑貨店「ハウズ」の営業、通販、及びソリューション(SI)営業を展開。 

(株式会社フィールテック) 

パソコンに関するサポート業務、フィールドサービス、ネットワークシステムの構築、保守業務等。 

(アプリケイツ株式会社） 

ソフトウェアの受託開発、ＷＥＢサイトの作成、人材派遣、出版企画、広告代理店業務等。 

(株式会社シティ情報ふくおか） 

タウン情報誌・企画本等の出版、コンテンツ情報サービス「Ｆｕｋｕｏｋａナビ」の運営等。 

(株式会社ウインク) 

ブライダル情報誌「ウインク」の出版、ブライダル情報サイト「ウインクＮＥＴ」の運営、「ブライダルプ

ラザ」の運営等。 

  

2. 企業集団の状況
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当社は、「出会いありて感謝あり。感謝ありて発展あり。発展ありて貢献ありき」という経営理念の

もと、お客様の満足を徹底的に追求していくことを経営の基本方針としております。  

 この経営理念のもと、お客様の役に立つ商品及びサービス、お客様にとって最もふさわしいソリュー

ションを提供していくことが、株主価値の拡大、また社会への貢献につながるものと確信しておりま

す。  

当社は、利益の伴った業容の拡大が重要であると考えており、経常利益重視の経営を行っておりま

す。 

当社グループの中長期的な戦略としては、店舗の新規出店および法人顧客向けのSI営業所の開設を積

極的に行い、顧客層の拡大を図ってまいります。また、製品・サービスの企画段階から、製造・販売・

アフターケアまでのすべての面において、グループ内にて提供できる体制を構築してまいります。 

 今後もグループ会社のそれぞれの特性を活かし、活力と調和のとれたグループ経営を推し進め、日本

全国をターゲットとした事業を展開してまいります。   

当社は、業容の拡大と利益体質の強化のためには、付加価値の高い製品を継続して提供していくこと

が不可欠であり、そのための企画開発及び調達・製造に携わる部門を重要な要素であると認識し、その

整備に注力してまいりました。  

 しかし、厳しさを増す環境下において、長期的に成長していくためには、さらなる事業の構築、営業

部門の陣容拡充、サービスレベル及び生産性の向上等が合わせて必要であり、今後もＭ＆Ａ及び人材育

成への投資をはじめとして、有効な投資を積極的に行い、グループとしての組織構造の強化を図ってま

いります。   

該当事項はありません。 

3. 経営方針

(1) 会社の経営の基本方針

(2) 目標とする経営指標

(3) 中長期的な会社の経営戦略

(4) 会社の対処すべき課題

(5) その他、会社の経営上重要な事項

ｱﾌﾟﾗｲﾄﾞ㈱（3020）平成21年３月決算短信

12



 

4.【連結財務諸表】

(1)【連結貸借対照表】 

(単位：千円) 

前連結会計年度 
(平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成21年３月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金 1,912,483 1,648,543 

受取手形及び売掛金 1,427,432 1,509,663 

商品及び製品 － 2,938,720 

仕掛品 － 1,011 

原材料及び貯蔵品 － 35,248 

たな卸資産 2,862,364 － 

繰延税金資産 230,192 226,546 

その他 178,819 141,265 

貸倒引当金 △16,217 △21,790 

流動資産合計 6,595,076 6,479,207 

固定資産 

有形固定資産 

建物及び構築物 ※２ 3,715,951 ※２ 3,696,236 

減価償却累計額 ※１ △1,732,840 ※１ △1,854,045 

建物及び構築物（純額） 1,983,111 1,842,190 

土地 ※２ 2,129,176 ※２ 2,129,176 

その他 604,473 839,487 

減価償却累計額 △509,572 △531,420 

その他（純額） 94,901 308,067 

有形固定資産合計 4,207,188 4,279,434 

無形固定資産 

無形固定資産合計 66,073 35,884 

投資その他の資産 

投資有価証券 78,602 152,526 

繰延税金資産 81,810 103,104 

敷金及び保証金 1,447,427 1,369,785 

その他 192,322 161,748 

貸倒引当金 △28,352 △6,194 

投資その他の資産合計 1,771,810 1,780,970 

固定資産合計 6,045,072 6,096,289 

資産合計 12,640,148 12,575,497 

(単位：千円) 

前連結会計年度 
(平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成21年３月31日) 

負債の部 

流動負債 

支払手形及び買掛金 2,347,628 2,279,329 

短期借入金 1,100,000 1,400,000 

1年内返済予定の長期借入金 ※２ 586,428 ※２ 499,183 

リース債務 － 31,149 

前受金 226,372 278,924 

賞与引当金 232,154 230,132 

製品保証引当金 3,862 1,074 

ポイント引当金 81,771 69,755 

その他 682,967 681,704 

流動負債合計 5,261,184 5,471,252 

固定負債 

長期借入金 ※２ 2,859,618 ※２ 2,360,435 

リース債務 － 99,072 
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長期未払金 425,800 404,200 

退職給付引当金 244,518 282,478 

負ののれん 265,608 207,186 

その他 25,221 15,708 

固定負債合計 3,820,765 3,369,080 

負債合計 9,081,950 8,840,333 

純資産の部 

株主資本 

資本金 381,734 381,734 

資本剰余金 403,678 403,678 

利益剰余金 2,735,083 2,926,037 

自己株式 △425 △500 

株主資本合計 3,520,070 3,710,949 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 △6,257 △21,412 

評価・換算差額等合計 △6,257 △21,412 

少数株主持分 44,385 45,627 

純資産合計 3,558,198 3,735,164 

負債純資産合計 12,640,148 12,575,497 
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(2)【連結損益計算書】 

(単位：千円) 

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

売上高 29,046,987 32,926,085 

売上原価 22,508,803 25,307,132 

売上総利益 6,538,183 7,618,953 

販売費及び一般管理費 

広告宣伝費 683,285 820,037 

販売促進費 － 783,096 

ポイント引当金繰入額 85,104 76,835 

給料及び手当 1,661,746 1,930,390 

賞与引当金繰入額 168,329 246,978 

賃借料 865,609 1,014,920 

貸倒引当金繰入額 5,395 4,249 

その他 2,588,011 2,412,635 

販売費及び一般管理費合計 6,057,481 7,289,144 

営業利益 480,702 329,809 

営業外収益 

受取利息 13,841 14,225 

協賛金収入 39,471 61,996 

受取手数料 20,095 24,719 

受取賃貸料 20,774 11,453 

受取補償金 － 50,000 

為替差益 － 44,205 

負ののれん償却額 29,706 58,964 

その他 8,059 18,019 

営業外収益合計 131,948 283,584 

営業外費用 

支払利息 87,621 82,846 

その他 14,603 5,250 

営業外費用合計 102,225 88,097 

経常利益 510,425 525,296 

特別利益 

投資有価証券売却益 1,929 － 

役員退職慰労引当金戻入額 1,000 － 

債務免除益 8,030 － 

特別利益合計 10,959 － 

特別損失 

固定資産除却損 ※１ 5,617 ※１ 16,944 

たな卸資産評価損 － 8,806 

特別損失合計 5,617 25,751 

税金等調整前当期純利益 515,768 499,545 

法人税、住民税及び事業税 189,502 232,593 

(単位：千円) 

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

法人税等調整額 163,119 △7,375 

法人税等合計 352,621 225,218 

少数株主利益 1,392 2,290 

当期純利益 161,753 272,036 
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